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̍ ධՁͱ͸

ᾇධՁと͸तۀの఺ݕ作ۀ

　意識している、していないにかわらず、教員は生徒

に指導した内容がどの程度定着しているかを常に見て

いる。例えば、礼法を教えた場合、毎時間の礼の仕方

を見て、できていなければできていないところを再度

指導する。そして再度指導したことが改善しているか

どうか、それも見ている。このように指導と評価は表裏一体となって授業が展開している。その

意味では評価は授業の点検作業と位置付けることができる。そこで学習内容（教員から見ると指

導内容）を効果的に定着させるためには、単元全体を見通して計画的、意図的に評価を行う機会

をつくり、学習内容の達成状況を把握しながら指導を改善することが重要となる。

ᾈධՁの࢓૊Έ

　評価は学習状況を分析的に捉える観点別評価とそれを総括した評定とに分けられる。いずれも

学習指導要領に示された目標に準拠してその到達度を絶対評価で行う。その際、３つのモノサシ

を使ってその到達度を判断する。

ઈରධՁの̏ͭのϞϊαγɹ

ධՁの̐؍఺ ‎ ධՁن
ㆮ㇊
४
㆘㇅㇓ ‎ ධՁ基

㇂ㆨ
४
㆘㇅㇓

ᶃ　ධՁの̐؍఺

　学習内容は「技能」「態度」「知識、思考・判断」の３つに分けられ、それを「関心・意欲・

態度」「思考・判断」「技能」「知識・理解」の４つの観点から評価する。新学習指導要領の改

訂に向けた動きの中では、学力の３要素に合わせて学習内容と評価の観点を整合する方向性が示

されている。

＜学力の３要素＞
ɾओମతʹֶशʹऔΓ૊Ήଶ౓
ɾྗߟࢥɾ൑அྗɾදྗݱ౳
ɾ基ૅతɾ基本తͳ஌ࣝɾ技ೳ ‎

＜学習内容＞
ɾʮ技ೳʯ
ɾʮଶ౓ʯ
ɾʮ஌ࣝɺߟࢥɾ൑அʯ ‎

＜評価の４観点＞
ɾʮؔ৺ɾҙཉɾଶ౓ʯ
ɾʮߟࢥɾ൑அʯ
ɾʮ技ೳʯ
ɾʮ஌ࣝɾཧղʯ

指導 評価
一体化

評　　価５章

̑ষ　ධ　　Ձ
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ᶄ　ධՁن४ʢのΓ͡ΎΜʣͱධՁ基४ʢ΋ͱ͡ΎΜʣ

　学習内容の到達度を「生徒の姿」として表現したものを評価規準（のりじゅん）という。生徒

の動作、行動、仕草など「見た目」が基本となる。その到達度にＡ・Ｂ・Ｃのランクを設けたも

のを評価基準（もとじゅん）という。評価基準のＢ（おおむね満足な状況）の「生徒の姿」が評

価規準となる。

　具体例をあげると、技能の「膝車」の場合、「膝車をかけて相手を投げることができる」を評

価規準とすると、評価基準のＡ（十分に満足）は「スムーズにタイミングよく膝車をかけて相手

を投げることができる」、Ｂ（おおむね満足）は「膝車をかけて相手を投げることができる」、

Ｃ（努力を要する）は「動きを確認しながら膝車をかけて相手を投げることができる」となる。

これはあくまで一例であるが、生徒の実態を踏まえ、より具体的に生徒の姿が思い浮かぶように

評価規準や評価基準を作成することが大切である。学習指導案等を作成する場合は評価規準を用

いて観点別に評価のポイントを示すことが一般的である。

　以下、評価規準のヒントとなる「見た目」の「生徒の姿」の具体例を観点別に示す。「関心・

意欲・態度」では、「○○しようとしている」という表現を用いて関心や意欲の目に見えない内

面をあらわしているが、健康・安全の項目だけは実際に「○○している」という「見た目」の表

現になっている。これは健康・安全の確保を特に重視していることが理由として挙げられる。

˓ؔ৺ɾ意ཉɾଶ౓
ɾӡ動΁のऔΓ૊Έ 取り組΋うとしている　ָし΋うとしている
ɾެਖ਼ɾྗڠɾ੹೚ɾࢀըのଶ౓ 大切にしようとしている　ྗڠしようとしている
ɾ݈߁ɾ҆શʹ͔͔ΘΔଶ౓ ஫ҙしている を෇けているؾ

ɾ൑அߟࢥ˓
ɾ՝୊のઃఆ ՝୊を　બΜでいる　ݟつけている　
ɾ՝୊ղܾのͨΊの࿅श಺༰のܾఆ 内༰を　બΜでいる　ܾめている   
ɾ࿅शํ๏ʢ৔ʣの޻෉ ΍り方を　બΜでいる　޻෉している   

˓技ೳ
ɾ技ೳのशಘ ˓˓をかけることができる　࢖っている
ɾ技ೳ΍ه࿥の্޲ 上ୡしている　高まっている　

˓஌ࣝɾཧղ
ɾӡ動のಛੑ΍ͶΒ͍ ったり　ॻき出したりしているݴ

ɾ໊শ΍ϧʔϧ ったり　ॻき出したりしているݴ

۩体ྫをڍげている

ᶅ　ධՁͱධఆ

　評価は毎時間の授業の点検作業であるとともに、最終的には各種目の「観点別評価」の総計を

「評定」に変換することが求められる。その際、評定が「技能」に偏重せずに「技能」「態度」

「知識、思考・判断」のバランスがとれていることが大切である。そのためには評定を出すとき

の観点別評価の合算の仕方を工夫するとともに、評価・評定の前提となる各種目の学習内容の特

定を適切に行うことが重要となる。
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ᶆ　ֶश಺༰のಛఆ

　信頼性の高い評価を行うためには評価の前提となる種目ごとの学習内容の特定が重要となる。

各学校の教育目標や保健体育科の指導の重点項目を踏まえ、その種目の特性を生かし、何を重視

して指導するか、学習内容をよく精査して特定することが大切である。

　例えば、武道の授業では礼法や安全への態度を重視するなど、学習指導要領に示された「技

能」「態度」「知識、思考・判断」の学習内容から、他の種目との関連やバランスを考えて取捨

選択し、各学校の実態に合った学習内容を特定する。

　特に武道を初めて習う第１学年では、学習指導要領上は第１・２学年に示されている学習内容

の中から何を特定して指導するかが重要となる。例えば、技能の学習内容は「技ができる楽しさ

や喜びを味わい、基本動作や基本となる技ができる」と示されている。これを達成するために第

１・２学年で例示されている技の中から、抑え技のみを扱うか、投げ技を扱う場合でも技を１つ

か２つに限定するなどして、技数の習得よりも安全面や柔道の楽しさに触れることを重視する視

点で学習内容を特定することが大切である。

　ֶशࢦಋཁྖֶ͕ࣔ͢श಺༰　ʮ技ೳʯ

தֶ̍ߍɾ̎೥ தֶ̏ߍ೥ɾ̍ߍߴ೥ ɾ̏೥̎ߍߴ

技

能

・技ができる楽しさや喜びを味
わう
・基本動作や基本となる技がで
きる

・技を高め勝敗を競う楽しさや
喜びを味わう
・得意技ができる

・技を高め勝敗を競う楽しさや
喜びを味わう
・得意技を用いた攻防が展開で
きる

　ֶशࢦಋཁྖֶ͕ࣔ͢श಺༰　ʮଶ౓ʯ

தֶ̍ߍɾ̎೥ தֶ̏ߍ೥ɾ̍ߍߴ೥ ɾ̏೥̎ߍߴ

態

度

・武道に積極的に取り組む
・相手を尊重し、伝統的な行動
の仕方を守ろうとする
・分担した役割を果たそうとす
る
・仲間の学習を援助しようとす
る
・健康・安全に気を配る

・武道に自主的に取り組む
・相手を尊重し、伝統的な行動
の仕方を大切にしようとする
・自己の責任を果たそうとする
・互いに助け合い、教え合おう
とする
・健康・安全を確保する

・武道に主体的に取り組む
・相手を尊重し、伝統的な行動
の仕方を大切にしようとする
・役割を積極的に引き受け、自
己の責任を果たそうとする
・互いに助け合い、教え合おう
とすること及び合意形成に貢
献しようとする
・健康・安全を確保する

　ֶशࢦಋཁྖֶ͕ࣔ͢श಺༰　ʮ஌ࣝʯ

தֶ̍ߍɾ̎೥ தֶ̏ߍ೥ɾ̍ߍߴ೥ ɾ̏೥̎ߍߴ

知

識

・武道の特性や成り立ち
・伝統的な考え方
・技の名称や行い方

・関連して高まる体力などの理
解
・ごく簡単な試合の仕方

・伝統的な考え方
・技の名称や見取り稽古の仕方
・体力の高め方
・運動観察の方法の理解
・簡単な試合の仕方

・伝統的な考え方
・技の名称や見取り稽古

・体力の高め方
・課題解決の方法
・試合の仕方

̑ষ　ධ　　Ձ
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ֶशࢦಋཁྖֶ͕ࣔ͢श಺༰　ʮߟࢥɾ൑அʯ

தֶ̍ߍɾ̎೥ தֶ̏ߍ೥ɾ̍ߍߴ೥ ɾ̏೥̎ߍߴ
思
考
・
判
断

・課題に応じた運動の取り組
み方を工夫できる

・自己の課題に応じた運動の
取り組み方を工夫できる

・自己や仲間の課題に応じた運
動を継続するための取り組み
方を工夫できる

̎ ධՁの࣮ࡍ

　評価の仕組みや重要性は理解しても、実際には評価の機会が増えることで授業が評価に追わ

れ、評価のための評価に陥りかねない。現場では評価活動の工夫・改善が大きな課題となってい

る。ここでは現場主義の視点から現実的で効率的な評価の工夫について述べる。

ᾇɹ୯ܭݩըとධՁܭըΛηοτͰ作੒͢るɻ

評
価
計
画

単
元
計
画

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

学
習
計
画
を
確
認
す
る

基
本
動
作
と

受
け
身
を
習
得
す
る

ま
と
め

固
め
技
の
抑
え
方
と

応
じ
方
を
取
得
す
る

相
手
の
動
き
に
応
じ
た

基
本
動
作
と
受
け
身
を

習
得
す
る

投
げ
技
を
習
得
し
、

動
き
の
中
で
学
習
し
た

技
が
で
き
る
楽
し
さ
を

味
わ
う

学
習
し
た
抑
え
技
を

使
用
し
て
相
手
と
の

攻
防
を
楽
し
む

ノ
ｌ
ト
点
検

関 ◯◯

思 ●
◯

● ●

技 ◯◯

6541 2 3 7 9 108

知 ・特性、成り立ち
・伝統的な考え方

・受け身
・抑え技

・取組
・協力

・安全の知識
・技の名称

・健康・安全

・抑え技の工夫 ・投げ技

ᶃ　୯ܭݩըΛ΋ͱʹԿ࣌ؒ໨ʹͲの؍఺のԿΛධՁ͢Δ͔Λ༧ΊܾΊΔɻ

・評価方法は「観察」（○）と「学習ノートの記録」（●）で行う。

・評価項目は1時間に1つ以内に絞る。

ᶄ　؍఺ผのධՁํ๏ͱධՁ࣌ظのྫߟࢀ

ධՁ؍఺ ධՁ࣌ظ ධՁํ๏

関৺ɾҙཉɾଶ౓ ޙಋ೔ͷࢦ ʣɾֶशϊʔτݴʢൃ࡯؍

思ߟɾ൑அ ಋͨ͠೔ࢦ ʣɾֶशϊʔτݴʢൃ࡯؍

技ೳ ޙಋ೔ͷࢦ ɾֶशϊʔτ࡯؍

知ࣝɾཧղ ಋͨ͠೔ࢦ ʣɾֶशϊʔτݴʢൃ࡯؍
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ᾈɹ࡯؍Λ޻෉͢るɻ

　①　「関心・意欲・態度」と「技能」は指導日よりも後に継続的な観察を行う。その際、全体

状況と個人状況の２観点で観察する。全体状況を見て評価基準Ｃが多い場合はその場で全体

指導を行う。少ない場合は可能な範囲でＣの生徒の個別指導を行う。継続的な観察ではＣの

みを把握する。

　②　「関心・意欲・態度」は単元中盤、「技能」は単元終盤に総括的な評価日を設定する。

　　　その際、ＡとＣの生徒を把握する。それ以外はＢとなる。

　③　安全面の観察は常時行い、危険な場面があればその都度指導を徹底する。

ᾉɹֶशϊʔτΛ޻෉͢るɻ

　①　学習ノートは毎時間授業終了後に記入させる。

　②　４観点を読み取れる仕組みを取り入れて評価を総括する時の補足資料とする。

　③　自己評価と相互評価を記録させることで教師の評価を補う資料とする。

ʲ۩ମྫʳ

「関心・意欲・態度」（取組、公正、協力、責任、参画、健康、安全）

各要素をＡＢＣで自己評価する。グループ内でＡの人を選ぶ。

「思考・判断」（課題の設定、課題解決の練習の選択、練習方法（場）の工夫）

指導した日に工夫したことや考えたことを記録させる。観察から得た生徒の行動や発言等を補完

する資料とする。

「技能」（技能習得、技能向上）

習得した技をＡＢＣで自己評価する。グループ内でＡの人を選ぶ。

「知識・理解」（運動の特性やねらい、技の名称やルール）

指導した日に学んだ知識や理解した内容を記録させる。観察から得た生徒の行動や発言等を補完

する資料とする。

ᾊɹධՁの૯ׅΛ޻෉͢るɻ

　ᶃ　߲໨͝ͱʹධՁΛ૯ׅ͢Δɻ

・評価は基本的に評価基準のＡとＣを記録する。記録のないものがＢとなる。単元が終了して観

点別に評価を総括する時に学習ノートを点検する。学校や保健体育科で定められている方法に

従って総括を行う。その際、学習ノートの記載事項や生徒の自己評価、相互評価を参考にす

る。

・「関心・意欲・態度」と「技能」は指導日以降の継続的な観察でＣの生徒を把握し、総括的な

評価日にＡとＣの生徒を記録する。その際、学習ノートの自己評価や相互評価を参考にするこ

とで評価の信頼性を高める。

・「思考・判断」は指導日に観察を行い、ＡとＣを記録する。その際、学習ノートの記載事項を

参考にすることで評価の信頼性を高める。

・「知識・理解」は、指導日の学習ノートの記載事項を参考にＡとＣの評価を行う。

・同じ項目の複数の評価を総括する場合は、単純に平均値を取るのではなく、単元の後半の評価

̑ষ　ධ　　Ձ
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に重点を置いたり、同じ項目の要素の中でもより重点を置いている評価を生かすなど、予め総

括の仕方に共通理解を図っておくことが大切である。

評
価
の
総
括
例

ノ
ｌ
ト
点
検

生 徒 Ａ

関 Ｃ Ｃ

Ｃ

Ａ

Ｂ

思 Ｃ

技 Ａ

知

総 括

毎時間の学習ノートの記入（自己評価・相互評価）

　ᶄ　؍఺ผධՁ͔Βධఆ΁の૯ׅΛ޻෉͢Δɻ

　・学校ごとに定められた方法や手順によって、学期末や年度末に各単元の観点別評価を総括

し、その観点別評価をもとに評定を出すことになる。その際、ＡＢＣ評価をそのまま用いて

総括を行う場合と、ＡＢＣを点数に置き換え、得点化して総括を行う場合がある。いずれに

しても、効率的で妥当性のある総括の仕方を学校や各教科が工夫改善する必要がある。

　・単元（種目）や評価項目に重点を置く場合は、学校の特色や生徒の実態を踏まえ、学校全体

の共通理解を図ることが必要である。特定の種目や技能のみに偏らないように、学習内容や

評価項目のバランスを保つことが大切である。

఺ผධՁとධఆの૯ׅྫʢ̖̗̘ධՁΛͦの··用͍ͯ૯ׅ͢るํ法ʣ؍˓

【３つの単元を実施した場合の例】

【４つの単元を実施した場合】

˓ୡ੒౓の਺஋ઃఆのྫʢ̖̗̘ධՁΛੵͯ͠ࢉຬ఺にର͢るୡ੒౓Ͱ૯ׅ͢るํ法ʣ

఺ผධՁ؍ ධ　ఆ

ॆ෼ຬ଍Ͱ͖Δ Ａ
̑ ಛʹ͙͢Ε͍ͯΔ΋ͷ

̐ ຬ଍Ͱ͖Δ΋ͷ

͓͓ΉͶຬ଍Ͱ͖Δ Ｂ ̏ ͓͓ΉͶຬ଍Ͱ͖Δ΋ͷ

౒ྗΛཁ͢Δ Ｃ
̎ ౒ྗΛཁ͢Δ΋ͷ

� Ұ૚ͷ౒ྗΛཁ͢Δ΋ͷ

‏ ��ˋ

‏ ��ˋ

‏ ��ˋ

‏ ��ˋ

‎��ˋ

‎��ˋ

ɾؔҙɾଶ ɾ൑ࢥ 技 ஌ɾཧ
୯̖ݩ Ａ Ａ Ａ Ａ

୯̗ݩ Ａ Ａ Ｃ Ｂ

୯̘ݩ Ｂ Ａ Ａ Ｂ

຤ධఆظ
Ａ Ａ Ｂ Ｂ

�

ɾؔҙɾଶ ɾ൑ࢥ 技 ஌ɾཧ
୯̖ݩ Ａ Ａ Ａ Ａ

୯̗ݩ Ａ Ａ Ｃ Ｃ

୯̗ݩ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ

୯̘ݩ Ｂ Ａ Ａ Ａ

຤ධఆظ
Ａ Ａ Ｂ Ｂ

�

఺ผධՁ؍ ධఆ
ＡＡＡＡ �
ＡＡＡＣ ＡＡＢＢ ＡＡＡＢ �
ＡＡＢＣ ＡＢＢＢ ＡＡＣＣ ＡＢＢＣ

�
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ᾋɹޙࠓのධՁのํੑ޲

　新学習指導要領の目玉はアクティブ・ラーニングである。生徒同士、生徒と教員の能動的、協

働的な学習活動の推進が求められる。アクティブ・ラーニングは評価活動にも大きな可能性を秘

めている。これまで観点別評価を行う場合「関心・意欲・態度」や「思考・判断」は「見た目」

ではわかりづらい心の内面をどう読み取るかが大きな課題であった。グループ、トリオ、ペアな

どの学習形態を多く取り入れることで、教員主導の授業では見えない「生徒の協働の姿」が見え

るようになる。こうした姿から運動への取り組みや協力といった「関心・意欲・態度」の要素や

課題の設定、練習方法の工夫など「思考・判断」の要素を読み取ることが期待される。いずれに

しても、今後アクティブ・ラーニングの推進と効果的な評価活動が両輪となった授業づくりが求

められる。
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